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1971.8 岡⼭県⽣まれ

1995.3 明治⼤学 理⼯学部 建築学科卒業

1999.4 津⼭市役所に⼊庁
 建築営繕歴13年＋建築指導歴3年

2015.4 津⼭市のFMスタート期に財政課へ異動
 FM＋PPPを両軸に活動・現在に⾄る

津⼭市 総務部 財産活⽤課
課⻑ 川⼝義洋（建築専⾨職）

Profile

⼀級建築⼠・認定ファシリティマネジャー
内閣府PPP／PFI⾏政実務専⾨家・国交省PPPサポーター



2地区の概要

津⼭城址（鶴⼭公園）

扇形機関庫城東地区（重伝建） 稲葉さんの出⾝地

岡⼭県北部の都市
⼈⼝︓約10万⼈

⾯積︓約500㎢
会計︓約500億円
職員︓約800⼈

県内３番⽬の都市
城下町（鶴⼭公園の桜）
⻄の⼩京都（歴史⾵情）
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⽇本⼀⼩さいコンセッション︖

旧苅⽥家付属町家群（城下⼩宿 糀や）



4重要伝統的建造物群保存地区（重伝建）のまちなみ

津⼭城下惣絵図 享保８年（1723）頃 津⼭市郷⼟館蔵
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（国重⽂）
旧苅⽥家住宅

旧苅⽥家付属町家群

江⼾期の古⺠家 ⼀棟貸しのホテル> Renovation >

Project ❶︓旧苅⽥家付属町家群整備事業
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Before

整備前（外観）

内観

Project ❶︓旧苅⽥家付属町家群整備事業
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H27〜

H29〜

地⽅創⽣事業として
計画スタート

宿泊施設での
改修設計がスタート

（運営︓委託 or 指定管理を想定）

Project ❶︓旧苅⽥家付属町家群整備事業
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H30〜

H30.５

事業⽅針の⾒直し
市⻑交代・総合計画の⾒直し
運営⼿法の再検討へ

歴史まちづくり推進室 から
財産活⽤課（公⺠連携担当）に相談

庁内横断チームの結成
＆事業スキームの⾒直し

Project ❶︓旧苅⽥家付属町家群整備事業
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◎  運営事業者の先付け
＋  ⺠間事業者が収益を最⼤化
＋  できるだけ⻑期間の運営
＋  将来の財政負担を最⼩化

議論の前提

Project ❶︓旧苅⽥家付属町家群整備事業



10Project ❶︓旧苅⽥家付属町家群整備事業
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・５年契約
・出来たものを渡す
・⾏政が枠を決める

・市が修繕

・２０年契約
・運営者の意向に沿う

・運営者の⾃由
・運営者が修繕

指定管理 コンセッション

Before After

毎年
450万円の対価

毎年
300万円の⽀出

Project ❶︓旧苅⽥家付属町家群整備事業
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2020.7.17  ʻ城下⼩宿 糀やʼとしてOpen

Project ❶︓旧苅⽥家付属町家群整備事業
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令和３年度

⼟地活⽤モデル⼤賞（国⼟交通省所管）

「都市みらい推進機構理事⻑賞」

2021.10.27 オンライン表彰式にて

Project ❶︓旧苅⽥家付属町家群整備事業
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1.1億円/年の⾚字施設のリノベーション

旧グラスハウス（Globe Sports Dome）
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GLASS HOUSE
設計︓横河健（横河設計⼯房）

クリエイティブTOWN岡⼭の事業として整備

鉄⾻フレームとガラスのデザインが⼤きな特徴

1999年 ⽇本建築学会賞（作品賞）を受賞

Project ❷︓グラスハウス利活⽤事業
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サマーシーズンの集客⼒は⾮常に⼤きい!!

Project ❷︓グラスハウス利活⽤事業
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収⼊︓110,612千円

⽀出︓210,247千円

津⼭市で⼀番⼤きな⾚字施設
指定管理料は１億円超え

集客⼒はあるが・・・
ランニングコストは︖

（指定管理料） 1億1021万円

Project ❷︓グラスハウス利活⽤事業
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平成10年度 岡⼭県営の施設として整備される

平成22年度
岡⼭県が改修⼯事を実施したのち
津⼭市へ無償譲渡される

平成23年度 指定管理による運営（ミズノ・10年間）

令和2年度 指定管理での運営を終了（いったん閉鎖）

平成20年度︓グリーンヒルズを含む廃⽌⽅針を県が発表
平成21年度︓存続を求める市⺠の署名活動（3万⼈）

平成26年度︓津⼭市版事業仕分け（⺠間等で実施が望ましい）

Project ❷︓グラスハウス利活⽤事業
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ボトルネックは

⽔のランニングコスト
温⽔プールを前提としない

RO-PFI＋コンセッション

Project ❷︓グラスハウス利活⽤事業



20Project ❷︓グラスハウス利活⽤事業



21Project ❷︓グラスハウス利活⽤事業
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Before

After
⼈⼯芝エリア

屋外プール

直線トラック

コートエリア

トレーニングエリア
カフェ

会議室

Project ❷︓グラスハウス利活⽤事業
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2022.5  ‘Globe Sports Dome’  としてOPEN

Project ❷︓グラスハウス利活⽤事業
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様々な都市経営課題に

Approach

Project ❷︓グラスハウス利活⽤事業

健康増進 観光消費⼦ども教育

公園再⽣ エネルギー

シビックプライド地域経済循環 ⾃治体経営



⼦どもたちの成⻑を後押しする”Globe Sports Dome”での活動


